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ビュトールの『パリーロンドンーパリ』

とその変奏

林栄美子

序－アーティスツ・ブックについて－

ミシェル・ビュトールの膨大な仕事のなかでも，アーティスツ・フボック

（フランス語ではリーヴル・夕、、ルテイスト）と呼ばれる本の数はとりわけ

多い。もう三百ぐらいに達しているだろうか。作家と美術家の共同作業に

よって作られる本のことであり，このよフな仕事が作家のキャリアのなか

で重要な位置をしめているという点が，すでにビュトールという作家をよ

く語っている。そこでは，テクストは絵画（または版画や写真）の解説で

はなく，絵画はテクストの挿絵ではない。そのようなどちらかを主とする

従属関係にあるのではなく，双方が独立した作品としても存立し得るもの

でありながら，どちらか一方だけでは生み出し得ない何かが，互いが共存

する関係のなかで現われてくる。こ 7 した共同作業の過程から，ビュトー

ルは自分の想像力の新しい領域を聞いてきた 1 ）。

ビュトールが次に目論んだのは，そっした共同作業のなかでこそ命を得

ているはずのテクストを，今度はその場から切り離してみることであった。

しかもテクストの命をそこなうことなく，新たな命を吹き込むために。生

まれた環境から切り離されたテクストたちが，今度は文字だけから成る書

物に集められる。文字そのものの，あるいは文字の印刷きれたページの持

つヴイジュアルな力に注目し，テクストのページ上のレイアウトを工夫し

たり，複数のテクスト同士を互いに蔽め込むなどの試みがなされた。こう

して生まれたのが『挿絵集』 Illustrations のシリーズである。そこで獲得さ

れた方法は，他のシリーズにも生かされいる 2）。
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アーティスツ・ブックの多くは，発行部数の少ない限定版や私家版なの

で，実物を目にする機会は少ないが，写真家との共作の場合には，写真家

自身によるオリジナル・プリントを入れた限定版だけでなく，印刷による

普及版が作られると，一般読者にとってもやや入手しやすくなる。そもそ

もが複製芸術であり，印刷によってさらに広く流布し得るという，写真の

特性を生かした選択である 3）。

『パリーロンドンーパリ jParis-Landres-Paris という本が筆者の手元に

あるのも，これが写真とテクストの合作だからである。ベルナール・プロ

シュ Bernard Plossu の写真とビュトールのテクストによって作られ，

1988年にディフェランス社から発行きれた。英仏海峡横断トンネルの建設

に際して，北パ・ド・カレー地方写真センターが始めた活動のーっとして

企画されたものである 4）。

筆者は『土地の精霊』 Le Genie du lieu シリーズの第四巻にあたる『ト

ランジット A－トランジット Bj Transit A -Transit B を読んでいく過程

で，そこに形を変えて転生した『パリーロンドンーパリ』のテクストを見

いだし，新たな興味を感じてもとのテクストを再読してみた。本論はそこ

から生まれたものである。

『パリーロンドンーパリ』の相貌

生成色の地に黒い印字があるだけのあっきりした表紙をめくると，やや

セピア色のかった白黒写真が静かに目に入って来る。大判のページの中央

よりやや上に，駅のプラットホームの一角の写真がある。前景には柱と駅

員らしい男のぼやけた映像。画面中央奥で、階段に座っている若い男にピン

トが合っている。よく見るとか、ラスの反射が写りこんでいるので，列車の

窓の内側から撮られていることが分かる。ページの下段には， 36枚撮り白

黒フィルムのコンタクト・プリント（べ夕焼き）が六コマ分，帯状に印刷

されている。そしてそのすぐ上に沿って，ビュトールの手書きの文字（の

印刷されたもの）が一列並んでいる。丸い点（・）で区切られた，主に単

語の連続である。このコンタクト・プリントと一列の文字は，このあとぺ
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ージをめくっていくと，各ページ下段の同じ位置にずっと続いている。コ

ンタクト・プリントの連続は，その繋がった枠の形から，まるで線路のよ

うに見える。そこに写っているのは，列車の車窓から撮られた映像と，車

内の映像である。

一方ページの中央を占める写真を見ていっても，ロンドンの街角の一枚

と駅構内を撮った二枚を除いて，ほとんどが車窓からの風景である。パリ

の町中の写真は一枚もない。窓ガラス越しの映像の，コントラストの淡い，

ぼんやりと渉んだようなトーンが，コンタクト・プリントも含めた全体を

浸している。

一列になった文字とは別に，中央に十数行にわたるテクストが置かれて

いるページもある。やはり手書きの文字（の印刷）が，図案のように目に

入って来る。ページの中央部に写真が置かれている場合と，テク又トが置

かれている場合とがあることになるが（写真が17 とテクストが 7 ），見聞き

が写真とテクストの組み合わせになっているか，写真と写真の組み合わせ

になっているかのどちらかであり，両側がテクストということはない。

ところで，あらかじめ写真からも想像がつくように，このテクストのな

かにもやはり，パリもロンドンも登場しない。この『パリーロンドンーパ

リ J という書物が描くのは二つの都市ではなしあくまでもその聞の移動二

旅なのである。都市名をハイフンで繋いだタイトルが，そもそもそれを示

していたと言えるだろっ。そフいうわけで，旅の出発点であり帰着点であ

るパリの街が写されることはない。たった一枚のロンドンの街角にもパッ

クパックを背負った旅行者らしき人が写っている。ほとんどが車窓風景と

いうのも，移動そのものが主題であることを表わしている。とりわけコン

タクト・プリントは，その線路のような形態と，撮影順に並んでいるとい

う時間的な秩序によって，まさに移動の臨場感を増す働きをしている。

ページ中央の写真の方でも，あくまでも列車による移動がとりあげられ

ている。しかし海辺の風景は二枚挿入きれているが，肝心の英仏海峡を横

断中の映像がない。この本が出版きれた1988年には当然まだトンネルは開

通していないので，海峡を渡るには船に乗るという方法しかなかったわけ
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である。この本の生まれるきっかけは，先述のようにトンネル建設に関わ

るものであっただけに，船の写真を入れなかったという理由も考えられる。

しかし，海峡という宙吊りの区域は，あえて空白にしておくという方法に

よづて，かえって存在が意識されるのではないだろうか。しかもその空白

は，本篇の外で別の形で埋められている。手書きのテクストと写真による

本篇が終わったあと，次の見聞きをあけると，もう一枚別の写真と，ここ

だけは活字で印刷された詩が向かい合って置かれているのである。詩のタ

イトルは「悲しき移民J L’immigrant triste。写真は，船の甲板の上のアラ

ブ人と思われる男の後ろ姿である。この写真と詩については，もう少しあ

とで述べることにして，本篇のテクストのなかに目を向けることにしよう。

『パリーロンドンーパリ』のテクスト

前項でふれたように，本篇には，二種類のタイプの違うテクストが共存

している。ページの下部にー列に続くテクストと，中央部で写真と向き合

うテクストである。区別するために，前者をく線路のテクスト〉，後者をく窓

のテクスト〉と呼ぶことにしよう。

1) ＜線路のテクス卜〉

一列になったこのテクストは，丸点で区分きれた単語や短文の連続であ

る。コンタクト・プリントのコマ数と同じに，各一ページに六つの区分が

並んでおり，この書物の世界の基底をなすリズムを刻んでいる。冒頭の二

ページ分を引用してみよう。

－出発・駅・窓ガラス・夜・階段・彼女も来たかったろうに・町・肘掛

け・夜明け・もう一つの列車・彼女は私を待っている・河岸・ 5)

丸点を間に挟んだ一区分が，連結された列車の一両一両のように続いてい

く。しかしその一両ずつは，すべてが均質というわけではないことがこの

部分だけを見てもわかるだろう。単語と文の違いはもちろんのこと，単語
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も一様で併はない。〈線路のテクスト〉には次の四つの系統が潜んでる。

①移動を示す事物たちの単語

移動の聞に目に入って来る事物の単語の連続。「駅J 「窓ガラスj 「階段」

・。このあとも，「網棚」「霧J 「道」「記念碑」「村J 「信号」「雲」「浜辺」

などといった単語が現れる。単語の数ではこの系統が一番多い。

②時間の経過を表わす単語

「夜」と「夜明け」が先の引用にあるが，このほか「朝J 「夕方」「黄昏j

などが順に現れる。時間の経過を示している。「夜」が三度現れ，「夜」か

ら始まって，最後も「夜」で終わっている。昼を表わす単語がないようで

あるが，実は二箇所で「正午」を表わす｛Midi) という単語が棒線や波線

で消きれ，その上に「悲しき移民J {L’immigrant triste）と書き直きれて

いる 6）。これは①の系統に入ると考えることも出来なくはないが，本篇のあ

とのあの見聞きのページと通底しつつ，明らかな異質性をただよわせてい

る。

③始まりと終りの単語

目頭に「出発」という単語があるが，一方く線路のテクスト〉の末尾は

「到着」という単語である。この二語は対をなして旅の始まりと終りを示

すために他から独立している。

④バラのみやげのエピソードを紡ぐ短文・句・単語

単語の羅列の問に現れる短文は目に訴える。そこには登場人物がいる。

「彼女」と「私j である。この「彼女J とはどうやら「私J （一人称の語り

手）と関係の深い女性であり，パリに残っているらしい。この続きと思わ

れる部分をテクストのなかに追いかけていくと，文になっていない句や単

語にもこの系統に入るものがあることが分かる。「彼女のために何かみつけ

ること」「ロンドンのみやげ」「なにかとてもイギリスらしいものj ……そ

れは，女王の名のついたパラやバラ戦争の連想から，「たとえば一輪のパラ」

に収赦する。花屋を探し，たくさんのパラのなかから一輪を選ぴ，彼女の

もとに持って帰る， というー続きのストーリーが，同じ様に切れ切れの短

文や句の繋がりから読みとれてくる。次に見ていくことになるく窓のテク
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スト〉の一部と，この系統は深いかかわりを持っている。

2 ）窓のテクス卜

このテクストは七つに分かれており，それぞれが一つのページに収めら

れている。（ビュトールは自らの作品の構成に際して，？という数を大変よ

く用いる。）その七つは，連続した一つのストーリーを形成するわけではな

いが，いずれも旅か何かの理由で移動中の人聞が描かれている。きらに，

見開きのページ上で、向かい合っている写真とテクストの内容には，何らか

の照応関係がある。二，三例をあげてみょっ。

最初のテクストは，前景の左半分に何かの記念碑（大きな白い石の彫刻

が台座の上にのっているらしい）の下部が写った写真と向かい合っている。

田園風景のなかに突然現われた記念碑を，今にも後ろに飛ぴ去ろうとする

瞬間にとらえたものらしい。テクストの目頭は次のように始まる。

通過中にふと摘みとったイマージュ，掌を虫にかぶせて閉じるように。

確かに捕まえたのかどフかさえわからない7）。

車窓を通りすぎていく風景のなかに一瞬捕えられるイマージュを，手のな

かに捕まえた見虫の比喰で表わしている。掌に感じられるかすかな動きや

音で虫の存在を感じ，少しずつ手を広げて確かめてみたあと，再ぴ「その

美しい瞬間」を期ぴ立たせてやる様子が， リズミカルな文章で語られる。

このテクスト全体は同時に，カメラという箱のなかにイマージュを捕らえ，

それを現像・焼付けを経て再生きせてやる写真の比喰にもなっているので

はないだろうか。

二番目のテクストは薄暗い風景の写真と向き合っている。遠くに高圧線

の鉄塔。近くの畑にあるひときわ明るい半球形の輝きは，焚き火だろうか。

テクストは一人称で語られる。列車の揺れのせいで「私J は半睡状態にな

っている。（コンタクトプリントの単調な風景の連なりと連動している。）

時間の感覚がなくなり，体も重くなって，一瞬目に映った焚き火か何かか
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ら，宇宙人の乗り物が上空にいる彼等の衛星と交信しているところを夢想

している 8）。このような列車による移動のもたらす半睡状態のなかでの，夢

とうつつが混ざりあっ描写は，小説『心変わり J La Modification (1957年）

を連想、きせる。

五番目のテクストが向かい合っている写真は，車内を撮ったものである

が，全体に光量が少ない上に，幾重かのyゲラスの反映や窓からの逆光のせ

いで，光と影のj参みあったような幻想的な映像になっている。手前のドア

は半聞きになっているらししその聞から若い女（と思われる）の姿がの

ぞいている。テクストにも「彼女」が現れる。

私は彼女に二度と会うことはないだろう。私たちの行程はもう交わる

ことはあるまい9）。

旅先でふと目にした女なのか，もっと関わりのある女なのか，この書き出

しのところでは不明なままだが，そのあとテクストは現実的脈絡をはなれ

ていく。一一「彼女」の姿を「私j が見ることができたのは，二人をへだ

てる壁や山をぬけるトンネルのドアを，天使が半分開けてくれたからであ

る。「彼女j は「私」の姿を見ることはできない。「彼女j は追放され，苦

役についているが，「私」にはどうすることもできない。しかし鏡の反射を

連続きせて，「彼女J に「私」の眼差しのメッセージを伝えることができる

かもしれない。一一一「トンネル」のイマージュがここで初めて登場する。

「私」と「彼女」を隔てかつ繋ぐものとして。これに英仏海峡を重ねてみ

ると，く線路のテクスト〉のなかの「私」と「彼女」がオーバー・ラップし

てきて，旅の途上の男と待っている女というあのこ人の関係が，急、に不安

定なものに見え始める。それは，ここには無いもう一つのテクスト『心変

わり』の反響が，この本のなかにまで届いているからでもあるだろう。

そして最後のく窓のテクスト〉は，もっと直接にく線路のテクスト〉と

関わっている。あの「彼女J をめぐるストーリーの後半をふくらましたも

のと言ってよい。向かい合った写真には，列車の窓辺のスーツケースの上
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に置かれた，美しく包装された一輪のバラが写っている。テクストでは，

たくさんのパラのなかから念入りに一輪を選んで買ってきた「私」が，列

車のなかで，これからパラを何とか傷つけないように運んで彼女に差し出

すまでを想像する 10）。（従って途中から未来形の文章になる。）写真のフレー

ムのすぐ外側にいる人物の声が聞こえるかのようである。そしてこの見聞

きの次のページ（本篇の最後のページ）を開けると，く線路のテクスト〉に

は「私は彼女にパラを一輪持って帰る」という現在形の短文がある 11）。こう

して最後に，く線路のテクスト〉とく窓のテクスト〉は見事に合流している。

ところで窓辺のバラの写真は，コンタクト・プリントのーコマにも見い

だきれる。その他のページ中央にある写真はどれもコンタクト・プリント

とは重複していないのだが，パラの写真だけは両方にある。それも一番初

めのく窓のテクスト〉のあるページの下部の一番右のコマに。く線路のテク

スト〉のなかでは，パラの連想、が始まる直前である。書物全体の構成から

見ると，このーコマは先を密かに予告する働きをしていると言える。一方

写真だけに限って考えても，興味深い点がある。コンタクト・プリントに

は，実際の撮影順といっ動かし得ない秩序があるのに対し，ページ中央の

一枚ずつ焼き付けられた写真には，その選定から並べる順序まですべてに

構成の意図が介入しているわけである。前者が写真の持つ臨場感＝現前性

を，後者が写真の虚構性を感じきせる。列車のなかでたまたま撮られた一

枚の写真が，ピックアッフされて，あるストーリーを荷わきれる。パラの

写真は，写真といフものの二面性を端的に示している。

3 ）「悲しき移民J

先にふれたように，『パリーロンドンーパリ』の本篇が終ったあとには，

もう一枚の写真と一篇の詩が見聞きのページに載っている。どちらにも本

篇との違いがはっきりと示されている。船上の移民の男の斜め後ろからの

姿をとらえた写真は，本篇の写真に比べて白黒のコントラストがはっきり

しており，影もくっきり写っている。もっ列車の窓ガラスの被膜で覆われ

ていないからである。移動を王題とした本篇の写真には登場しなかった船
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が，このように移民の移動の舞台となってここに現れる。男の視線の先に

は，逆の方向に向かう船が遠い海面に浮かんで、いる。テクストの方も，本

篇にはなかった詩という形式をとり， しカ込も活字で、印刷きれているのて、、

本篇の手書きの文字よりも硬質で、無機的な印象を与える。詩全体のトーン

は第一節のなかにすでに十分現れている。

私はすきまのなかにいる

どんな国の心臓のなかでも手のなかでもなく

その袖のなかにいる

郷に帰っていく人々をながめながら

私はもうけっして帰りはしないけれど12)

ビュトールは「すきま」｛entrebaillement）という言葉をよく使う。どこに

も属きない宙吊りの空間。そこに凝らされる視線には，すきまの両側で自

足しているうちには見えないものが見えて来る。この詩では「すきま」は

固と国の聞の海の上を指すと同時に，移民の存在のあり様を指し示してい

る。「袖」という言葉もまた，どこの国に行ってもその身体の内側には入り

込めず，その外の余白にいる移民の状況を写し出す。またフランス語では

「袖J を表わす Oa manche）は「英仏海峡」 Oa Manche）と同じ発音で

ある。

詩の全体を読むと，この移民の男が故郷を捨てたのはだいぶ前のことで

あるらしい。働く土地を求めて，次々と移動を繰り返してきたようだ。今

度もまた船に乗っての移動。しかしそれは帰る場所のある「旅j ではない。

本篇で語られたパリーロンドン聞の往復が，旅といフつかの間の移動であ

り，帰ることによって完結するのに対し，移民の移動にはそれがない。「悲

じき移民J の写真と詩は，往復の旅といっ本篇の物語の自足性の壁に穴を

穿っている。

そのことに気づくと，本篇のテクストそのものに穿たれていた二つの穴

に思い当たる。く線路のテクスト〉のなかに二回出て来た，あの「悲しき移
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民j という言葉がそれである。「正午j という単語を消した上に書き込まれ

ていたあの言葉は，昼の太陽の場所に穿たれた穴であった。（そのせいか写

真の空はいつも曇っている。）さらに言えば，「正午」にあたる言葉は｛Midi)

と大文字で書き出されているので，「南フランスj をも意味する。南フラン

スは移民の数が多い。先の写真の海は，英仏海峡であるかどうか定かで、は

ない。地中海であってもよいわけであり，移民の移動空間を象徴するもの

である。

「悲しき移民」は，今述べたょっに本篇と深く関わっている。この双方の

絡み合いが生み出す関係を含めて，『パリーロンドンーパリ Jは一冊の書物

として構想されていたことが分かつてくる。

二つの変奏

『パリーロンドンーパリ』のテクストは，やがて写真から離れて文字だけ

の本のなかに転生する。最初は1992年に，『前兆IV.]Avant-goUt /V13＞のな

かの「パリ組曲J Suite parisienne の一部と Lて，くロンドン往復＞ Allerｭ

Retour Londres とタイトルを変えて登場する。次には同じ年の暮に，『ト

ランジット A－トランジット B （土地の精霊IV）』 TransitA-Transit B (Le 

Genie du lieu IV) 14＞のなかの「パリのつむじ風のなかの十三の駅j Treize 

stations dans le tourbillon parisien の一部として，元のくパリーロンド

ンーパリ〉というタイトルで。いずれも元のテクストの変奏といってよい。

その二つは，テクストの中身だけから見れば，実はほとんど同じである。

ただし，書物全体の構成のなかでの扱われ方が違う。それについてはあと

から詳しく述べたいが，『前兆』のシリーズが，今まで、常にテクストが転生

していく時の中継点のような役割を果たしてきたことを考えれば，『トラン

ジット A－トランジット B』のなかのテクストのあり方をいわゆる決定版

と見なしてよいだろう。「パリ組曲」がさらに加筆されて「パリのつむじ風

のなかの十三の駅」になっていることも，それを納得させる。しかしその

決定版の姿はと見ると，ページ上のレイアウトは完成された美しさを獲得

しているものの，テクストは三つに分断されて離れ離れのページに最め込
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まれているというのが，いかにもビュトールの仕事らしいところである。

まずはテクストの中身に注目し，どのような変奏が施されているか見て

いくことにしよう。

1 ）テクストの割り付け

冒頭はアーティスツ・ブックのなかでく線路のテクスト〉と呼んだもの

から始まっている。初めの二ページにある十二区分だけがまず登場する。

区分を示す丸点は，『前兆IV』のなかでは米印（＊）に，『トランジット A

ートランジット B J のなかでは星印（＊）になって，どちらも上付でつけ

られている。く線路のテクスト〉はこうして六区分か十二区分ずつの断片に

分けられて少しずつ，しかし全体にわたって一定の間隔で現れる。く窓のテ

クスト〉の方は，一ページごとのまとまりで分けられ，分断きれたく線路

のテクスト〉の合間に一つずつ配置される。く線路のテクスト〉が，全体の

基底となる移動のリズムを刻んでいくという構造は，このような変奏によ

ってここでも生かきれている。

きらに，元のテクストには無かったものが加えられている。括弧のなか

に入った一つの単語が，それだけで一行をなしてく線路のテクスト〉の合

間に挟み込まれている。（記念碑），（鉄塔），（影）……どうやらこれは，く窓

のテクスト〉と向かい合っていた写真の代わりをしているらしい。もしア

ーティスツ・フ’ックの写真を知らずに文字だけのテクストを読んだ場合に

は，すぐあとに出て来るく窓のテクスト〉のタイトルとしても読みとれる。

，これらの三種類が次のような順で配置きれている。く線路〉，（単語），く線

路〉，く窓〉一一これがワンセットになって繰り返していくのである。『トラ

ンジット A－トランジット BJ では，このワンセットと一ページの区切は

わざと少しずつずらされていくが，一ページに必ずく窓〉が一つ入るよう

に配置される。『前兆IV.］では単に順番にページを埋めていくだけである。

2 ）「悲しき移民J の挿入

上で述べた割り付けの工夫もさることながら，写真と共存していたテク
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ストを独立させるための最大の仕掛けは，実は次の点にある。アーティス

ツ・フやツクのなかでは本篇の外に置かれていた「悲しき移民」の詩は，あ

との二つの本のなかでは，本篇の内部に挿入きれているのである。く窓〉の

三番目のテクストの入るはずの場所にこの詩が入り込み，四番目以下を後

ろに押しやっている。これに合わせて，直前の（単語）の行は（悲しき移

民）となっている。そしてこの詩だけは特権的に二ページにまたがって置

かれているのである。

く線路のテクスト〉のなかで，「正午」を線で消して「悲しき移民j と書

かれていたところは，単に「悲しき移民」という語に置き代わっている。

先に引用した「悲しき移民」の第一節に出て来る「袖」という単語のと

ころにも変化が見られる。アーティスツ・ブックでは｛leur manchけとな

っているが，『前兆IVj ではまず｛La manche｝に，『トランジット Aート

ランジット B』では｛La Manche｝になっている。「袖」は音の上にその意

味あいを残しながら，最後には「英仏海峡」を指す，大文字のMで始まる

単語に置き換えられている。二つの変奏の聞の微妙な違い，このたった一

文字の変化がもたらす意味作用の差は，しかしけっして小さくはない。ア

ーティスツ・フゃックの方でも，「悲しき移民」は本篇に穿たれた穴であった

が，ここではまさに，テクストのただなかに横たわる裂け目である。さら

に，実際にパリとロンドンの間に横たわる英仏海峡が，その裂け目の具体

的なイマージュとして立ち現れてくる。意味の重層のスケールがひとまわ

り大きくなっている。

3 ）作品構造としての変奏

変奏はテクストの内部にとどまるだけではない。二つの本のなかでは，

『パリーロンドンーパリ』のテクストは，さらに大きなテクストの一部と

して位置づけられていることにも眼をむけるべきだろう。『前兆IVjには五

種類の系列のテクストが含まれており，その一つが「パリ組曲」である。

「パリ組曲」は八つの章から成り，その第二章がこのくロンドン往復〉（改

題されている）である。章の一つ一つは切り離されて，同じ様にバラバラ
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にされた他の系列の章の聞に入り込んでいる。しかしここではまだ，当該

テクストは一続きの単位として独立を保っている 15）。

それが『トランジット A－トランジット B』になると，くパリーロンドン

ーノf リ〉のテクストそのものも三つに分断されてしまう。『トランジット A

－トランジット B』を形成する七つの系列のテクストの一つである「パリ

のつむじ風のなかの十三の駅」は，十三の小テクストを持っている（その

一つが当該テクストである）が，それらの小テクストの区切りとは別の秩

序による章分けが成きれており，そのためにくパリーロンドンーパリ〉は

第二章から第四章の前半にまたがっている。さらに各系列の章はどれも一

つずつ切り離されて，全体が様々な章によって作られるモザイクのように

構成きれているので，当該テクストの三つの断片は，互いに離れたページ

に配置されている 16）。

『トランジット A－トランジット B』の全体の構造と，そのなかの「パリ

のつむじ風のなかの十三の駅」の詳細については，別の場所で論じたので

そちらを参照していただきたいが川，『パリーロンドンーパリ』のテクスト

は写真から離れて転生すると同時に，一つの作品としての枠をとりはらっ

て，より大きな書物の一部として，新たな関係を生き直しているのである。

その変奏の調べは，パリを他のいくつかの場所との関係のなかにきらされ

た，拡散と集中の運動のせめぎあう場として描き出そうという，『トランジ

ット A－トランジット B』に秘められた企図のーっと同調して，豊かな響

きを聞かせてくれる。
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